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1 校 長 城生野 成 則 総 括

言
田 校 長 最 上 未 来 総  務

主 幹 教 諭 米 沢 浩 美 総 務 適応支援 Co
教 諭 佐々木 幹 雄 教務主任

主 任 主 査 内 田 民 枝 事  務

養 護 教 諭 及 川 由 美 保健安全

教 諭 山 本   薫 生徒指導主事

栄 養 教 諭 佐 藤 智 子 食育指導

教 高 橋 弘 子 3・ 4年少人数指導

教 諭 佐々木 菜穂子 しらかば担任 保健主事

教 諭 村 井 真 代 2学年主任 (2-1)
教 諭 齋 藤 由美子 3-3担任

教 払副 千 葉 琴 絵 ひばり3組担任

教 諭 皆 川 恭 子 3学年主任 (3-1)
教 払副 及 愛 ことばの教室担当 特別支援Co

教 諭 菊 池 ともみ ひばり1組担任

教 諭 1 加 藤 磨英子 4学年主任 (4-1)
教 諭 1 伊 藤 ルミ子 5学年主任 (5-1)
教 諭  伊 藤 昌 江 1学年主任 (1-1)
教 諭  佐 藤 清 香 2-3担任 研究主任

教 諭   石 川 寛 記 6学年主任 (6-1)
教 諭   佐 藤 和 歌 5-4担 任

教 諭  松 本 晴 彦 ひば り2組担任

教 諭  西 洞 真 希 6-3担任

教 諭  小 野 稜 平 1-3担任

教 諭   畠 山 健太郎 4-3担 任

教 諭  菊 地 愛 美 2-2担 任

教 諭  畑 村 孝 輝 6-2担 任

教 諭  菅 原 有 紀 1-2担任

教 諭  11野 実 花 4-2担 任

教 諭   北 山 佳 紀 5-2担 任

教 諭  阿 部 紗 千 3-2担 任

教 諭   石 川 和 子 けやき担任

教 諭   菅 原 恵理子 5・ 6年少人数指導

教 諭  飯 坂 一 重 ひばり2組支援

教 諭   武 IJ 喜 隆 5。 6年理科専科
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日 穎
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芦萱 浩二

城生野成則 (校 長)

佐藤真理子
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千田 慎也
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佐藤 修一

三宅 由紀

学校運営協議会委員

遠藤 清逸 穂積 十五

及川 勝幸 伊藤  明

佐々木 勤 三宅 由紀

佐藤たき子 田村恵美子

花輪 清人 森岡 勝也

熊谷 義博 阿部由起男

藤原 正美 芦萱 浩二

山崎 秀夫 川村 幸子

砂子田雅文 菰岡 律子

内  科 佐藤 英俊

内  科 菅原 久江

眼  科 亀井 俊也

耳 鼻 科 金子 康治

歯  科 朴澤 弘康

歯  科 加藤 秀昭

歯  科 佐々木 俊

薬 剤 師 中目 直子



学校経営の基本方針
警鼎 彗‖導■■■■■■|■‐ ■■■ ■ |‐ ■ ■ |||

1 はじめに
21世紀は知識基盤社会の時代であり、子 どもたちが将来生きていくためには、その資質 。能力に関する問いを、従来の

「何かを知っているか」から、知識・技能を活用 して「どのような問題解決を成し遂げるか」へと転換することが求められ
ている。

そして、学校においては、各教科の基礎基本の知識 。技能の習得にとどめることなく、それを活用して思考・判断 。表現
する力にまで高めなければならない。そのような資質・能力を「主体的 。対話的で深い学び」を通して育成していきたい。
また、自分を律 し善悪の判断ができ、他を思いやる心・美しいものに感動する心など豊かな心を育てることや、これらを支
えている体力や健康を育成することも大事である。

そこで、「学校教育目標」や「外部・内部環境の分析」に基づいた「学校経営の重点」を掲げ、我々教師も組織としての
課題や自らの課題を追究し率先 して行動できる教師となり、保護者や地域の人々とともに信頼される活気ある学校をつくっ
ていきたい。

2 学校教育 目標                         ・

知・徳・体の調和のとれた人間形成をめざし、「かしこく (知・智)う つくしく (徳・情)つ よく (意・体力)」 の子ど
も像を根底にし、学校教育目標を次のように定める。

学校教育目標 具  体  目  標

よく考え進んで学ぶ子

めあてをもち、主体的 。協働的に学習する。
話をよく聞き、自分の考えを発言する (対話する)。
「伝え合い、学び合う学習」を通して、深く学ぶ。
学習の仕方 。ルールを身につけ、最後まで熱心に取組む。

心豊かで思いやりのある子

仲良く助け合い、励ましあう。
相手の気持ちをくみとり、場にあった行動をする。
美しいものに感動し、豊かに表現する。
ものを大切にし、自然に親しみ、みんなのために役立つ。

たくましく最後までやりぬく子
健康や安全に気を付け、進んで運動し、身体を鍛える。
日標をもって、あきらめず最後までや りぬく。

3 めざす学校像
学校が子どもたちの「心の居場所」「真の学び舎」となることで、子どもたちが喜んで登校 し子どもたちの夢や希望が膨

らむ学校でありたい。そのために、学年・学級経営が十分機能を発揮 し、子ども同士の好ましい人間関係や教師との信頼関
係を築 くことが大事である。子どもにとって学習がよく分かり明るく温かい学校であるとともに、保護者や地域と協力・連
携する学校でありたい。

(1)楽 しい学校

「わかって、できる授業」の展開、協力し合い、学び合う学級経営の充実
(2)生き生きとした学校

子どもが意欲をもって学習し、主体的に活動する多様な取 り組みの工夫
(3)き れいな学校

教育環境が整い、安全にのびのびと活動できる教室・場の提供

4

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

経営方針
日々、子どもの幸せと成長を願い、子どもの力を伸ばす学校でありたい。
学年・学団・学級経営の充実

学習指導の充実

心の教育の充実

体力向上と、健康・安全教育の充実

特別支援教育の充実

幼・保 。小 。中の連携強化

開かれた学校づ くりの充実



5 学校を支える内部・外部環境の分析 (SWO丁 分析)と「学校経営の重点」

因要境環
ｋ
ｐ

立

ロ内

分析項目の客観的な特徴や事実 強■|み1難難藝 野〕■み|● (W)
①児童数が600名 を超え、各学年が3～ 4ク ラス
の大規模校である:

Sl:学年会を重んじ、若手教員を育成しながら、
教員が協働的に学年・学級経営にあたってし
る。

Wl:児童に規範意識や学習規律の欠如が見られる。
また、保護者へのより丁寧で迅速な対応への
配慮が必要である。

②CRTで は、全国比 103を クリアしている学年
が多い。

③研究主題に沿った授業を行うことで、コの字・ペ
ア・小グループでの学び合いに励み、学級内での
多様な意見交流ができる子が多い

[

全国学調、県学調、CRTで、全国比 103
以上を目指して授業改善に励んでいる。
「主体的に考え、表現する子ども」を主題に
「伝え合い・学び合う授業づくりを通して」
を副題に掲げ授業改善に取 り組んできた。

基礎学力 (四則計算等)の定着が不十分で、
全国や県と比べて達成率が低い学年もある。
自分の意見を積極的に話せない児童や、家庭
学習が十分身に付かない児童が若干見られる。

Vヽ2

W3

④学級 。学年経営を重視し、生徒指導を徹底して
いるため、大きな事案の発生が無かった。また、
縦割り掃除では、 7無 言清掃_が定着してきた。

⑤「挨拶の声」「返事や音読の声_が全般的に小さい
⑥不登校傾向や別室登校の児童が増加傾向にある。

S4:児童は相対的に素直で明るく、指示されたこ
とに、積極的に取 り組む児童が多い。

S5:「挨拶が響く学校」を目指して、教職員が声
掛けを徹底してきた。

S6:学校と家庭との連携は、図られており、完全
な引きこもりの状態にはなっていない。

W4:学級や学年で取り組みにばらつきもあり、生
徒指導が不十分な場面も見られる。

W5:規範意識が低い児童、挨拶の声が小さい児童、
等が若干見られる。

W6:家庭的な課題を抱えている児童も多く、学校
の指導が十分に入らない児童も見られる。

⑦外遊びが好きで、休み時間は、外に出る子どもが
多い。

③「三運動ときわ検定_ 水泳・持久走 。縄跳)に
向けて、目標意識をもって練習をする児童が多い。

③体力運動能カテストで、全国平均以上の項目が男
子に少ない。

S7:担任も外に出て、子どもと一緒に遊ぶ場面が
見られる。

S8:体育の学習に計画的にメニューを組み込み、
実施している学年が多い。

S9:全般的には、日標に向かい頑張る児童が多い

W7:外 に出る子どもと出ない子どもの二極化が進
んでいる。

W8:学年での児童への意欲付けにより達成率に差
が出ている。

W9:一部男子で、やりたくないものはしないとい
う児童があり、学習面全般にその影響が見られる。

⑩特別支援学級児童 .知 ・情・肢体・病弱)の他に、
通常学級には「発達障がい児童 (ADHDや LD
傾向等)」 が50名以上在籍している。

S10:特別な支援が必要な児童に対し、教員と支援
員等がチームで対応している。また授業のユ
ニバーサルデザインを推進している。

W10:支援を要する児童の早期発見と対応をすると
ともに、その対応への工夫、研修等が必要で
ある。

①学校プログ、学年通信や学級通信等で、学校の教
育活動情報を発信してヽ̀る [

⑫学校評価を行い結果や改善点を公表している。

S ll:適 時、適切に情報発信している。
S12:使命感・責任感をもって教育活動を展開し、

改善意見には即応するようにしている。

WH:保 護者や地域の方々から、忌憚のない意見
(情報)を戴く機会が比較的少ない。

W12:学校評価の在り方の見直しも必要である。

ヽレ

強み (S)と 支援的要因 (0)を活かし、弱み (W)と 阻害的要因

Sl、  S4、 S5、 S7、 S9、 S10を生かす。

S2、 S3、 03を生かす。

S4、 S5、 S6を生かす。

S7、 S8、 S9、 02、 04、 05を生かす。

S10、 01を生かす。

S3, S4, S10、  01を生かす。

S ll、 S12、 01を生かす。

(T)の改善を図る。

Wl、 W4、 W12、 Tlを改善する。

W2、 W3、 T3、 T4, T5を改善する。

W4、 W5、 W6を 改善する。

W7、 W8、 W9、 T2、 T3を改善する。

W10、 T3を改善する。

W3、 W4、 W10、 T3、 T6を改善する。

Wll、 W12、 Tlを改善する。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

学年 {学団 1経営・学級経営の充実

1学習指導の充実

1心の教育の充実

体力向上と、健康・安全教育の充実

1特別支援教育の充実

開かれた学校づ くりの充実

dL

外 部 環 境 要 因

分析項目の客観的な特徴や事実 1阻1書 1的1要 1因 |‐ |(T)
①幼稚園、保育園、東水沢中、常盤地区センター、

常盤地区子ども会育成会、見守 り隊、老人クラ
ブ、近隣農家、 Zホ ール、 JA岩手ふるさと、
水沢子ども居場所実行委員会、PTAな ど、学
校に協力してくださる多くの団体がある。

01:幼稚園・保育園 。中学校等が近くにあり、教
育的交流ができている。また、教育への関
心が高く、各教科の学習支援、クラブ活動、
環境整備、子ども見守 り隊、「遊んでいい
とも」等に、積極的に協力してくださる。

Tl:学校が支援して欲しいニーズと、家庭や地域
で支援できる内容が合致していない場合が
ある。

②スポ少、ビアノ等の習い事をする児童が多い。

③家庭読書の時間が短い児童や、ゲーム機使用時間
が長い児童がいる,

家庭読書時間 (R4全国学調・6年 )

2時 間以上 :1200、  1時 間以上2時間未満 :6%
30分～ 1時 間未満 :1700、 10分～30分未満 :19%

置釜還ぎ(堀酪単謂:0
4時間以上 :19%、 3時間～4時 間未満 :27%
2時 間～3時間未満 :27%、 1時 間～2時間未満 :

23%、  1時 間より少ない :3%、 全くしない :1%

④経験不足から自信がなく、初めから諦める傾向が
見られる。

(R4全国学調・ 6年 )

とても当てはまる :24%、 当てはまる27%
あまり当てはまらない42% 当てはまらない墜

⑤ 環状線や国道4号線、狭い路地がある。通学路
での交通量が増えたり、不審者情報があったり
する。

各種スポ少で運動能力を伸ばしたり、文化活
動で個々の能力・資質を高めたりしている。
学年の読破目標をめざし、読書に励んでいる
児童が多いが、数年前よりは減少している

(R4全校 )

(低学年60冊、中学年40冊、高学年30冊 )

学年読破目標達成率 :57%(中 間目標達成)

5Z6%(2月 までの結果)

【R369%】  【R276%】  【H3081.4%】
04:起 きる時間は守られている。
起きる時間 (R4全校)

達成率 :A+B=90.1%(6月
)

A+B=84%(2月 )

【R369%】
05:家庭の協力 歯磨きは守られている。
家庭での歯みがき (R4全校)

達成率 :A+B=95.2%(6月
)

A+B=93%(2月 )

【R3 76.3%】

02

03
スポ少等以外は、地域で運動する機会が少な
く肥満傾向の児童もいる。(2極化傾向がある)

(R4全 国学調)全 く読まない+10分未満=46%
【R3 41%】  【H30 33%】

(R4全 国学調)4時間以上+3～ 4時 間=46%
【R341%】  【H29 15%】

(R4生活リズム3学期末)

ノーメディアデー達成者 :58.9%

【R365,7%】 【R260%】
TV・ ゲーム2時間以内達成者 :79.1%

【R364.8%】 【R279%】

早寝 。早起き。朝ごはん は4・ 生活リズム3学期末)

早寝の未達成者 :23.0%
【R345.8%】  【R2 31%】

朝ご飯の未達成者 :49.1%

【R3 40%】  【R2 35%】

得意なことはするが、不得意なものを避ける
児童がある。様々な経験が不足している。
危機予測・回避意識が低い児童がいる。
(特 に旧東中脇道路、歩道等、自転車の乗り方)

T4

T5



令和 5年 まなびフェス ト0育てフェス ト
筆::::::::::|::::11■ :|:::::‖■■1

学 校 教 育 目 標

よく考え進んで学ぶ子 ,触置かで思いやりのある子 たくましく最後までやりぬく子

ま な び フ ェス ト

子どもたちの巨さの居場所」「真の学び舎」となることで,子どもたちが喜んで登校し子どもたちの夢や希望が膨らむ学校
～ 楽しい学校 生き生きとした学校 きれいな学校 ～

1「伝え合い、学び合う授業づ くり」を

行い、授業が分かる子どもを育てる。
※90%以上

2 少人数や個に応 じた指導を工夫 し基

礎基本が定着 (含 :活用力)する子 ど

もを育てる。

※全国学調、県学調、 CRTな どの各

種調査の全国比103P以 上

3 授業 と連動 した家庭学習になるよう
工夫 し、「学年 ×10分」以上する子 ど

もを育てる。

※90%以上

4 情報機器の計画的 。継続的な活用を

行う。

5 ALTと 協働 し、外国語や外国語活

動を円滑に行う。

6 読書にかかわる環境を整え、進んで

読書をする子どもを育てる。
※低 :60冊 、中 :40冊 、高 :30冊 の達成

率 =80%以上

7 子 どもたち一人一人の特性に合わせ

た学習支援を行う。

31‐ 縦tllり 班活動や異1学1年 1交1流を通して
■温‐かみのある人間寒係を1育て|る :

■※縦割り班活動 (そ う|し合む)で下級生
■に1優 しくしたり、上級生|の 1言うことをき
■ち|ん と聞いたりできる:■90%以上
■X無言帰除|ができる190%‐以上
411■|じめ|の1未然1防1上

‐や早期発見・対応
■11:1組織1綺|1撃|り 1組|む|■
●|1特 IEIJIな数1科1遵徳|や復興教育の充実に
■取り1織|む:■■■■■■||

1 進んで「外遊び」や「体力づ くり」
に取 り組み、.三 運動 ときわ検定 (水

泳・持久走・縄跳 )」 の目標を達成す
る子どもを育てる。
※進んで「外遊び」や「体力づ くり」
に取 り組む=90%以上
※三運動の達成率 =80%以上

2 命 を大切 にす る子 どもを育て る。

【交通事故0を 目指す】
※集団下校では並び方を守って安全に

登校できる=90%以上

※下校時刻や家に帰る時刻 【夏 :5時、
冬 :4時半】を守る。=90%以 L

3「 メディアコントロール」「早寝・早
起き。朝ごはん」を守る子どもを育てる:

※メディア視聴時間は一日2時 間以内
※早寝ができる。11～ 3年生は9時 ま
でに、4～ 6年生は9時30分 までに】
※早起きができる。【朝6時30分 までに】
※朝ごはんをしっか り食べる。

=上記 :全て90%以上

4 手洗い 。うがい 。歯みがきなどの保

健指導や,食育・清掃指導を、計画的
に行う。
※家でも学校でも丁寧に歯みがきでき

る=90%以上

育 て フ ェ ス ト

家庭。地域が一九となって、子どもたちのよりよい成長を目指そう !

～ご家庭・地域での取 り組みの協力を～

メデイアコント□―ル
① メディア視聴は1日 2時間以内

(テ レビやゲーム、ネットをふくめて)

※年4回 ノーテレビデー

② 学習の時はテレビを消す

あ|ヽさ|つ|li請書|

季 蛉請
早寝 0早起き 0朝こはん

①早寝 :1～ 3年は午後9時 までに、
4～ 6年は午後9時半までに

②早起き :午前6時30分 までに

③朝ごはん (脳へのエネルギー充填)

④歯みがき (毎食後)

地 域 と の 連 携

学習ボランティア
(ときわゲストバンク)

学校支援地域本部

図書館ボランティア

常盤登下校見守り隊

常盤地区子ども会育成会

常盤地区センターの各種事業

※ 1学期末・ 2学期末に学校評価アンケー ト (ま なびフェス ト・育てフェス トの評価を含む)を実施し、

夏休み後・冬休み後に「評価結果と改善方策について」を作成し、全ての保護者に配布します。



日

学校生活の概要

各学年別人数 曖〕生瑚a  日 程 表

学校の歴史
鐵難鼎撃紺華彗彗

=:

昭30.4.1 水沢市立常盤小学校として創立
30.4.6 水沢小、佐倉河小常盤分校、真城小瀬台野分校

にて授業開始
32.10.1 校章制定
33.3.31 体育館落成
35.12.3 校歌制定
38.12.23 給食室完成 給食実施
42.4.1 精神薄弱児学級創設
46.10.6 学校給食優良校として文部省表彰
47.11.30 体育館竣工
49.7.20 プール竣工
53.9.29 文部省指定体力作 り公開研究会開催
54.3.31 体力作 りの実践により文部省体育局長より感謝

状を受ける
54.11.27 PTAの 協力により校旗制定
55。 11.12 市教委・PTAの 協力により吹奏楽部結成
56.4.1 昭和56年、57年 度文部省小学校教育課程国語科

研究指定校を受ける (～ 57年 )

同上学校公開研究会開催
神楽クラブ発足、水沢市無形文化財指定
水沢市教育委員会指定国語科学校公開
国語科学校公開研究会開催
PTAよ り吹奏楽器寄贈される
水沢市教育委員会指定国語科学校公開
体育館床全面塗装
新校舎起工式
国語科学校公開研究会開催
学校教育目標改訂
新校舎落成記念式典並びに祝賀会挙行
施設活用授業公開研究会 (全教科 。全領域 )

6.10.19
6.11. 1
7.11.1
8. 4.22
9。 10. 7

12. 4. 1
14. 9.27

16. 1.15
16.11.10
18. 6.20
19。  1.10

23. 3.11
23. 4. 1
25。 11.25
26.11。 21

27.11. 7
28. 4. 1
28. 9.29
29。  4. 1

令 2.4.1
3.4. 1
4. 2. 8
4。  2. 3

４

０

０

１

令和 5年度

学校公開研究会 (水沢市教育委員会指定)

岩手県教育表彰受賞
岩手県社会福祉教育表彰受賞
合唱団結成
第42回 岩手県社会科教育研究大会水沢大会
水沢市教育委員会指定社会科 。生活科学校公開
ことばの教室創設
教育実践研究大会 水沢市教育委員会指定
「生活科・総合的な学習の時間」
県学校給食優良校表彰
学校給食文部科学大臣賞受賞
常盤地区見守 り隊発足
岩手県学校給食調理コンクール

岩手県学校給食センター協議会会長賞受賞
きこえの教室開級
教育実践研究大会 奥州市教育委員会指定
「国語科・算数科」
東日本大震災
大船渡市立猪川小学校と支援校提携
第52回岩手県国語教育研究協議会胆江大会プレ大会開催
第52回 岩手県国語教育研究協議会胆江大会開催
創立60周年記念式典
難聴学級 (い ちよう学級)設置
奥州市教育委員会指定学校公開研究会
肢体不自由学級 (けやき学級)新設
市「教育課程編成の工夫に係る実践モデル校」指定
市「コミュニテイースクール推進協議会モデル校」指定
学校運営協議会設置
第68回 青少年読書感想文コンクール学校賞受賞

57.

60。

60。

62.

63.

63.

平 2.

2.

3.

4.

4.

4.

10. 6
4. 5

11。 13
9.28
1.20

10.17
1.29

10.

2.

4.

8.

学級数 男  女 計

1 自F    3    55   36 91

2 年 3    40   52 92

3 自F    3    47   46 つ
０

０
ソ

4  年 1 3  42 581100

5 年 4 60   55 1 115

6 年 3    41   49 90

特別支援  5  16  4 20

だ〕    言+   24   301  300 601

月 火 水 木 金

朝の会 (10) 8:10～ 8:20

8:20～ 9:05

9:10～ 9:55

9:55 - 10:40

(中 休み ) 10:40 - 10:55

11:00-11:45

11:45- 12:30

給食 (45) 12:30へ″ 13:15

昼休み (20) 13:15 - 13:40

昼活動 (20)
清 掃

1

全校・児童集会
学級の時間

:45- 14:0

清 掃 全校読書 1 清 掃

I下 学年1

帰りの会
(10)

I上学年l

6

全校:帰 りの会
14:10～14:20

下学年下校1425

1年 :

帰りの会
14:10～ 11:20

放課

2～ 6年 :

6校時
14:10～

14:55

嚇1謙 :輩鷺1齢

3～ 6年 :

6校時
14:10-

14:55

放課
(14:25)

帰りの会
(10)

帰りの会
14155～ 15105

帰りの会
14155～ 15:05

モジュール
M(15)

モジュール
15105～ 1520

放課

モジュール
15105～ 1520

放課

下校 15:40
冬

夏

冬

夏

一斉下校
14:30

15:40

12. 2

|



令和5年 校舎平面図
難:霧暮華導導議:

※ひばり 1…知的障がい学級

※しらかば…病弱学級

※ひばり2、 ひばり3…情緒障がい学級

※けやき…肢体不自由学級

ひばり2 ひばり3 2-3 2二2 2-1 図工室

1相談室IW「喝 CI

多目的
ホール

西ホール

多目的
ホール

東ホール


